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市教委だより

小砂丘賞受賞
　作文教育に尽力した県内の指導者や団体に贈られる第54回小砂丘賞

と優れた作文を書いた小中学生が表彰される第52回こども小砂丘賞の

表彰式が、１月27日(土)に高知市の高知会館で行われました。

　市内では、小砂丘賞団体賞に川　小学校が、こども小砂丘賞の最優

秀賞には、具同小１年（受賞当時）の増本啓人君、川　小２年（受賞

当時）の森彩夏さんが選出されました。

　受賞した川　小学校岡田校長は、「西土佐地域では長年、素直な心

を育てるため、教育活動の中で感動する場面を設定するように努め、

これを日記に書くことを指導し、作文教育を充実させています。こういった子どもの生活ぶりを学級通信に載

せて、保護者へ情報発信をしてきました。全学年が作文や詩を書くことに取り組み、さまざまな応募に出品す

るなどの積み重ねが小砂丘賞の団体賞につながったと思われます。」と話していました。

学校自慢エコ大賞受賞
　３月３日（土）東京都のサンケイプラザで、第３回学校自慢エコ

大賞の表彰式が行われ、口屋内小学校６年生（受賞当時）の渡邊

美奈さんが提案・提言部門で大賞を受賞しました。

　学校自慢エコ大賞は、全国の小・中学校が実践している環境活

動と小・中学生の環境をテーマにした提案・提言を顕彰するもので、

環境学習の支援を通して子どもたちに環境の大切さを知ってもら

うことを目的に創設されたものです。

　渡邊美奈さんは、昨年10月に地域へ呼びかけ、地域の人たちと

四万十川のゴミ拾いをしたことを『四万十川・クリーン大作戦』

というテーマで作文を書き、大賞に輝きました。

いじめをなくす四万十市宣言
　２月17日（土）市教育委員会では、いじめ問題の解決は全市的な

取り組みが必要という認識のもとに「いじめをなくす学校と地域

の集い」を市立中央公民館で開催しました。

　いじめを出さない・許さない学校環境を築くため、市内の全小・

中学校を対象に児童生徒・教職員・保護者・地域の皆さんおよび

関係組織が一堂に集まり、それぞれの立場で熱心な意見交換を行

いました。

　集いの最後には、いじめのない明るく元気な学校づくりに向け、

「いじめをなくす四万十市宣言」が採択されました。

－いじめをなくす学校と地域の集い－

いじめをなくす四万十市宣言
　いじめは､人を傷つけ人を苦しめる悲しい行為です。人を育み豊かな心を育てる学校の中で
このようなことが起こることは、あってはならないことです。
　人の命も心もとても大切なものです。私たちは信頼と思いやりの心を皆が持って助け合い、
互いに磨きあい、力を合わせいじめの起きない学校環境を作らなければなりません。
　私たちはここに、いじめをなくす四万十市宣言を行い、いじめのない明るく元気な学校づく
りに向け学校と地域が力をあわせて取り組んでいくことを誓います。

記
　　　　　　　　　1　私たちはいじめを許しません
　　　　　　　　　1　私たちはいじめで苦しんでいる人を思いやり助けます
　　　　　　　　　1　私たちはいじめのない明るい学校づくりに力をあわせて取り組みます
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年2月17日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「いじめをなくす学校と地域の集い」参加者一同

募集しています。　市立図書館 （３５）２９２３問
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悪夢のサイクル

ウィキペディア完全活用ガイド

園芸福祉　実践の現場から

ガイアの復讐

ザ・龍之介　　大活字版

たちの悪い話

泣き虫弱虫諸葛孔明　第2部

ぼくの手はきみのために

ママがちょっと自慢のフルーツカッティング

マンガと英語でみるみるわかる!

　　　　　　　儲かる世界経済

もっと知りたいクリムト

ももこの２１世紀日記　N’06

やさしく読む国学

楽老抄　第2巻

ロング・グッドバイ

内橋　克人

吉沢　英明

日本園芸福祉普及協会

ジェームズ・ラブロック

芥川　龍之介

バリー・ユアグロー

酒見　賢一

市川　拓司

澤野　賢治

扶桑社

千足　伸行

さくら　ももこ

中沢　伸弘

田辺　聖子

レイモンド・チャンドラー

けもの道

声に出して読んで　聞かせる　古典落語

ゴオオオール！

こわいい動物

サナとそらとぶおばけ

世界あやとり紀行

だるまちゃんとてんじんちゃん

ぬすまれた月

ハローキティのマナーのきほん

ブンダバーとモモ

魔法の声

マンガ書道にかかわる仕事

まんげつのはなし

みぃつけた

名探偵コナン推理ファイル　環境の謎

ラブちゃんとボタンタン

宮崎　学

オークラ出版

コリン・マクノートン

ロアルド・ダール

なりた　まさこ

ＩＮＡＸ

加古　里子

和田　誠

ブルー・オレンジ・スタジアム

くぼしま　りお

コルネーリア・フンケ

ほるぷ出版

田島　征彦

畠中　恵

青山　剛昌

角野　栄子

一般書 児童書/えほん
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（市）教育委員会  学校教育課
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　西土佐事務所
　　　　　　　　　　　　　　
四万十市公式ホームページ　　

ご質問・ご意見を
お寄せください
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平成18年度を振り返って
教育長　宮地昭一郎

■読み聞かせ　どなたでも参加いただけます。毎週土曜日14時～14時30分、市立図書館。読み聞かせボランティアも

　山積している教育問題、その山を何とか動かそうとして「土佐の教育改革」は平成９年度にスター

トいたしました。平成18年度はちょうどその10年目の年にあたり、取り組みを検証する年となりま

した。

　市教育委員会としては、諸課題の解決に向け、教育現場、ＰＴＡ、地域住民の皆さまと提携を図り

ながら、全力で取り組んできた年でありました。

　おかげさまで、市内32校の小中学校において、各教科における基礎基本の学習の徹底に努めた結果、

目指す学力向上に結びつけることができ得た１年になったと思います。

　社会問題ともなりました子どものいじめ問題でありますが、「いじめ」をなくすための取り組みは、

教育関係者はもちろんのことですが、市民全体の課題として積極的な対応が見られるようになりつつ

あります。去る２月17日に開催した「いじめをなくす学校と地域の集い」は成功裏に終わり、今後の

取り組みにぜひつなげて欲しいという要望も数多く寄せられています。平成19年度には、その市民の

声に応え、いじめのない教育環境作りに、より一層努めて参ります。

　一年を省みて、これからの教育現場に問われることは、「確かな学力」の育成と合わせた「豊かな

心」の育成にあると思われます。

　これらの課題に向け、学校、ＰＴＡ、地域、行政が一体となり、「子どもが主人公」といわれる教

育行政に挑戦する所存でございます。

　皆さまのご理解、ご支援を心からお願い申し上げます。


